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はじめに 

                          
 特別支援学校においては、在籍する幼児児童生徒の障害の重度・重複化、多様化に対応

し、一人一人の教育的ニーズに即した適切な教育や必要な支援を行うことが求められてい

ます。インクルーシブ教育システム構築が進む中、これは特別支援学校が果たすべき重要

な使命です。学習指導要領に示されている「家庭や地域、関係機関と連携して個別の教育

支援計画を作成すること」「個別の指導計画において、実態把握、指導目標・内容の設定、

適切な評価と指導の改善という PDCA の過程をとること」等については、現在では、すべ

ての特別支援学校において取り組まれている内容でしょう。  
 しかしながら、今、多くの学校現場で、特に重い障害のある幼児児童生徒について、適

切な実態把握や評価、目標や教育内容の設定等に困難を感じている、という現実がありま

す。学校でよく聞かれる声は、実態把握の視点がまちまちである、担当者によって指導内

容や方法が変わる、ICF やキャリア教育の視点を重い障害のある子どもにうまく活用でき

ていない、等です。 
 このような課題を受けて、本研究では、重い障害のある子どもの教育計画（個別の教育

支援計画、個別の指導計画）における PDCA の過程に必要な視点や情報を提供する情報パ

ッケージ「ぱれっと（PALETTE）」（試案）を作成しました。この情報パッケージの特徴は

以下の４点です。 
  ①「軸となる考え方」である「本人中心の計画（Person-Centered Planning）」に基づ 

   いて整理した情報や知見をパッケージとして提案したこと 

  ②「手厚い支援を必要としている子ども」に焦点を当てたこと 

  ③マニュアルではなく「教員が考えることをサポートするツール」を目指すこと 

  ④子どもに関わる関係者が「共有できるツール」を目指すこと 

 本研究成果報告書では、情報パッケージ（試案）作成に至るまでの情報を整理し、また、

作成した情報パッケージ（試案）について、研究協力機関で試行的にご活用いただいた成

果や有用性等について検証しています。 
 本研究から生まれた情報パッケージ「ぱれっと（PALETTE）」が、多くの教育現場で活

用され、手厚い支援を必要としている子どもの現在と将来を支える教育の営みに役立てて

いただけることを願っています。 
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